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ゼ
ミ
教
育
と
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
で
、

世
界
を
生
き
抜
く
力
を
育
む

武
蔵
大
学　

M
usashi U

niversity

多
様
な
考
え
方
を
受
け
入
れ
る

マ
イ
ン
ド
を
育
成

武
蔵
大
学
と
い
え
ば
、『
ゼ
ミ
の
武
蔵
』。

１
つ
の
ゼ
ミ（
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）が
平
均
13
名

で
行
わ
れ
る
と
い
う
少
人
数
制
の
教
育

は
、す
で
に
１
９
５
０
年
代
か
ら
今
日
ま

で
続
い
て
い
る
。
こ
の
ゼ
ミ
教
育
に
重
点

を
置
い
た
の
は
、建
学
の
精
神
の一つ
で
あ
る

『
自
ら
調
べ
自
ら
考
え
る
力
あ
る
人
物
』

の
育
成
に
適
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、ゼ
ミ

に
お
け
る
学
び
や
研
究
内
容
は
自
由
度

が
高
く
、教
員
の
指
導
の
も
と
に
少
人
数

教
育
を
展
開
し
て
い
け
る
と
い
う
の
も
そ

の
理
由
と
い
え
る
。

少
人
数
の
ゼ
ミ
教
育
を
通
し
て
武
蔵

大
学
が
育
み
た
い
の
は
、『
世
界
を
生
き

抜
く
力
』。
そ
し
て
、そ
の
実
体
で
あ
る

『
多
様
な
考
え
方
を
受
け
入
れ
る
マ
イ
ン

ド
』だ
と
い
う
。

約
４
０
０
種
類
の
多
彩
な
ゼ
ミ
か
ら

研
究
テ
ー
マ
を
選
択

全
学
部
の
全
学
生
が
1
年
生
か
ら
ゼ
ミ

（
少
人
数
授
業
を
含
む
）を
必
修
と
し
、

約
４
０
０
も
の
豊
富
な
研
究
テ
ー
マ
の
中

か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
。所
属
す
る

ゼ
ミ
で
、担
当
教
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
4
年
間
を
通
し
て
研
究
を
進

め
て
い
き
、集
大
成
と
な
る
卒
業
論
文
や

卒
業
制
作
に
繋
げ
て
い
く
。経
済
学
部
で

は
研
究
成
果
を
発
表
す
る
機
会
と
し
て

学
生
が
企
画
・
運
営
す
る『
ゼ
ミ
大
会
』へ

参
加
し
、審
査
を
経
て
優
勝
を
競
う
こ

と
も
で
き
る
。

さ
ら
に
、他
大
学
と
共
同
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う

な
ど
、研
究
成
果
を
発
表
す
る
場
は
学

外
に
も
あ
り
、交
流
を
通
し
て
コ
ミ
ュニ
ケ

ー
シ
ョン
力
を
培
う
こ
と
が
で
き
る
。

専
門
の
異
な
る
4
学
部
が
協
働
し

課
題
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
０
７
年
度
、経
済
産
業
省
の『
産

学
連
携
に
よ
る
社
会
人
基
礎
力
の
育
成
・

評
価
事
業
』採
択
を
受
け
て
始
ま
っ
た

『
学
部
横
断
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』。こ
れ
は
産
学
連
携
の
も
と
、企
業
か

ら
の
課
題
に
対
し
て
、経
済・
人
文・
社
会・

国
際
教
養
の
4
学
部
の
学
生
が
学
部・
学

年
の
枠
を
越
え
て
一つ
の
チ
ー
ム
を
構
成

し
、そ
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
の
専
門

性
を
共
有
し
合
っ
て
課
題
に
取
り
組
み
、

最
終
的
に
企
業
へ
解
決
策
を
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型（
課
題
解
決
型

学
習
）の
授
業
だ
。

学
部
の
専
門
性
に
よ
り
、意
見
が
ぶ
つ

か
り
合
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。そ
こ
を
乗

り
越
え
て
、協
働
作
業
を
す
る
こ
と
の
意

味
を
理
解
し
て
い
く
。

社会では、様々な分野の専門家が集ま
るプロジェクトの中で仕事をし、課題解
決を目指す場面がたくさんある。武蔵
大学ではそんな時に必要となる幅広い
能力を、ゼミ教育と少人数教育を通し
て身につけていく。

取材・文／野影 文香
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キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

資
格
を
も
っ
た
相
談
員
が
対
応

『
個
の
支
援
』を
大
切
に
し
て
い
る
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
、在
籍
し

て
い
る
相
談
員
の
数
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
。そ
し
て
、セ
ン
タ
ー
長
か
ら
若
手
の
職

員
ま
で
全
員
が
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
資
格
を
取
得
し
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
が

様
々
な
業
界
の
企
業
で
働
い
て
い
た
経
験

を
も
っ
て
い
る
こ
と
だ
。メ
ー
カ
ー
や
人
材

サ
ー
ビ
ス
、営
業
や
人
事
経
験
者
な
ど
業

界
も
職
種
も
多
彩
だ
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
学

生
は
、相
談
員
の
キ
ャ
リ
ア
や
経
験
を
生

か
し
た
リ
ア
ル
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

恩
返
し
と
い
う
意
味
も
含
め
て
学
生
が

サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
、キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
と
て
も
頼

も
し
く
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

３
０
０
名
以
上
の
先
輩
が

経
験
を
生
か
し
後
輩
を
サ
ポ
ー
ト

武
蔵
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、『
個
の
支
援
』『
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
に

よ
る
支
援
』『
情
報
提
供
』の
３
つ
を
柱
に
、

学
生
へ
の
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
が
行

わ
れ
て
い
る
。

中
で
も
、情
報
提
供
の一
環
と
し
て
、就

職
活
動
を
終
え
た
4
年
生
を
3
年
生
に

紹
介
し
、4
年
生
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
後

輩
の
就
職
活
動
を
支
援
す
る
と
い
う
取

り
組
み
が
あ
り
、毎
年
、３
０
０
名
以
上

の
学
生
が
手
を
挙
げ
る
。

自
分
自
身
の
就
職
活
動
の
際
に
、キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
や
先
輩
に
お

世
話
に
な
っ
た
と
い
う
感
謝
の
思
い
か
ら
、

武蔵大学

4年間必修のゼミ・少人数授業に加え、学部横断型ゼミナー
ル・プロジェクトや、２つにまたがる専門領域を学べる副専
攻制度で、教養と多様な視点を身につける。学部学科：経済
学部（経済学科、経営学科、金融学科）／人文学部（英語英米文
化学科、ヨーロッパ文化学科、日本・東アジア文化学科）／社
会学部（社会学科、メディア社会学科）／国際教養学部（国際
教養学科 経済経営学専攻、グローバルスタディーズ専攻）

●DATA
東京都練馬区豊玉上1-26-1
TEL 03-5984-3813（広報部）

https://www.musashi.ac.jpURL
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キャリア支援センターが大切にしているのは、「卒業できればいい」、「就職で
きればいい」ではなく、学生自身が選んで、決めて、納得して進んでいく。その
プロセスを全力で応援すること。

キャリア支援センター
の取り組みの成果！
就職率98％（就職希望者900
名中878名が就職決定）

進路納得度は94％（就職者
878名中824名が「自分の進路に納
得している」と回答）

2023年3月卒業生の主な就職先
アクセンチュア、アマゾンジャパン、
伊藤忠テクノソリューションズ、イン
テージ、SMC、大塚商会、京セラ、経
済産業省、警視庁、国土交通省、信
越化学工業、ジェーシービー、セール
スフォース・ジャパン、ソフトバンク、
東京国税局、東京都庁、TOTO、ニト
リ、日本オラクル、日本政策金融公庫、
日本生命保険、農林水産省関東農
政局、パイロットコーポレーション、パ
ナソニック、東日本電信電話（NTT
東日本）、久光製薬、日立システムズ、
日立製作所、ファーストリテイリング、
富士通、三菱食品、三菱自動車工業、
ゆうちょ銀行、雪印メグミルク、ユニ・
チャーム、LINE、楽天銀行、楽天グ
ループ、リクルート　ほか

安心感のある徹底した個人指導が
キャリア支援センターの魅力です

武蔵大学 経済学部 経済学科4年
内定先：日本精工株式会社
富永　広志 さん

　武蔵大学への入学を決めた理由の一つが、少人
数で学ぶゼミナールに魅力を感じたからだという富永
さん。「様々なテーマに取り組むゼミを通して、自ら行動
し、積極的に学ぼうとする力、そして、論理的思考力や
プレゼンテーション力などが身についたと実感してい
ます」。これらの力は就職活動にも大いに役立ったと
話す富永さんだが、ゼミ大会に力を入れていたために
本格的に就活をスタートさせたのは3年生の1月だっ
た。「キャリア支援センターで具体的にどんな企業を
志望しているのか、自分の考えを伝えてアドバイスをい
ただき、とても参考になりました。また、繰り返し模擬面
接を行うことで面接のポイントを知るだけでなく、精神
面も支えていただきました」。
　キャリア支援センターには大勢の相談員が常駐し
ており、学生が指名して面接練習をすることもできる。
「企業で働いていた経験のある相談員からのアドバイ
スは、納得感や安心感があります。相談内容を踏ま
え、興味関心に近そうな業界や企業を紹介していただ
くなど、個別サポートは徹底しています」。そのほか、企
業の検索の仕方や志望動機の組み立て方、集団面
接のノウハウなどを多彩な講座でサポートしている。

キャリア支援センターでは自ら訪れる学生のサポートだけ
でなく、3年生の春学期に学年全員と面談を実施してい
る。この面談が就職活動スタートのよいきっかけとなって
いる学生も多い。一人ひとりの志望や興味関心、適性
に合わせた進路計画を立て、伴走する。
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